
年度　授業計画（シラバス）

16 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》 　

《授業外における学習方法》 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

《履修に当たっての留意点》 　

　同上
各コマに
おける
授業予定

個々の家族成員のアイデンティティの形成や家族内役割を考え
るうえでジェンダーは重要と思います。「ジェンダー」の観点から
家族を考えます。

各コマに
おける
授業予定

家族は互いを「家族」と認識する者同士が、生活や経済を共有
したり感情的つながりを持つ集合体です。それぞれの家族成員
のライフスタイルと家族の形成過程について考えます。

　同上

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ジェンダーと家族

　同上

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ライフスタイル（就労・結婚・出産）と家族

　同上

各コマに
おける
授業予定

多様で様々な顔を持つ家族をどのように捉えるか。社会学や看
護学などの各学問領域で開発され用いられている家族理論に
ついて説明します。

各コマに
おける
授業予定

家族を捉える際に用いられている代表的なAssessment指標に
ついて説明します。ジェノグラムやエコマップを紹介します。

各コマに
おける
授業予定

「家族とは何か」この問いに応えるために、定義や時代とともに
変遷してきた家族の姿について確認します。

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族の構造・発達・機能について学ぶ

　同上 　同上

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族の定義・家族形態の変化について理解する

講義資料＋テキ
スト他

テキストの関連部分を精
読してください。
興味を持った内容につ
いて自身で調べてみる
とさらに良いと思いま
す。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族理解を深める代表的な理論を学ぶ

　同上 　同上

その都度関連する資料を配付する。

配布資料と授業からそれぞれに自分の考えをまとめられるようにする。

テレビ･新聞など、家族に関するニュース･番組にふれそれに対する自身の意見や見解を持つようにしよう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

出席カードへのコメントならびに最終レポートで総合的に評価する。

家族社会学や家族看護学で用いられている家族にかかわる概念や理論を学ぶとともに、現代社会における社会変動と家族
の変化について捉える。具体的には、個人のライフスタイル・労働（就労）・ジェンダー・ケアなどの観点から家族を理解する能
力を高め、医療従事者に期待されている家族支援について考察する。

担 当 教 員 梶谷　みゆき 実務経験と
その関連資格

島根県立大学名誉教授

対 象 学 年 １年次 学期及び曜時限 教室名 301

講義演習

科  目  名 家族論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 理学療法士学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法



各コマに
おける
授業予定

７回までの講義内容を踏まえ、将来医療従事者として現場に立
つ学生の皆さんが、現時点で家族をどのように捉え、また
家族支援をどのように考えているか、「言語化」を試みたいと
思います。

　同上

各コマに
おける
授業予定

人生100年時代、一人ひとりが自身や家族の老いを考えなけれ
ばならない時代です。「介護すること」「介護されること」について
考えてみます。

各コマに
おける
授業予定

家族が有する役割に「保護」とか「世話」という概念があります。
家族の関連事項として課題とされているヤングケアラーについ
て考えてみます。

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代家族の様相と医療従事者に期待される家族支援について
考察できる

　同上

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護と家族

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ヤングケアラーと家族

　同上 　同上

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

　同上 　同上


